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図1 2 (b)のモーメント図は次のようになる
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モールの定理を用いて求める場合,
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仮想荷重と支持条件は次のようになる

イ 片持ちラーメン構造における曲げモーメント図はそれぞれ下図のようにな
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作品名

作者名

称:軽井沢の山荘

吉村順三

この山荘の構造形式は、1階が RC造、2階が木造となってぃる。平面計画は、

暖炉のある広い居闇を中心に、北側・東倶Nこ寝室、浴室と便所が配置さてぃ

る。外観は、 2階が片持ちでせり出し、片流れ屋根で構成された端正な形状と

なっている。 a15文字)
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